


共食い共食い

終には人が人を喰らい始めた。

皆がみな、予期していたことではあった。

人肉を常食とすることを宣言した人種を咎めた人種がいた。

そんな人間たちに限って、暫くすると人肉を美味そうに喰らい、自らを慰め正当化した。

 
隣の家では売られているモノではなく、身内をもその対象としているらしい。

噂ではあるが・・・。

 
バリバリ　ヴォリヴォリ　グチョリ　ゴキッ・・・

 
カーテンの隙間から見える街の灯りが不気味に照る夜、僕の部屋の扉を誰かが三度ノックした。

 
 


